














愛知県での神経芽細胞腫の検査(以下検査と略す)は昭和 56 年 10 月から試行のかたちで 6

保健所で 3,496 人について行い，昭和 57 年度からは全県下 25 保健所で実施した。57年度

の実施状況はろ紙配付件数 45,563 件そのうち検査数は 34,342 件で受検査率は 75.4%であ

った。検査方法は Dip 法で行っている。判定区分はバニルマンデル酸(VMA と略)10μg/ml

以下陰性,11～20μg/ml 疑陽性,21μg/ml 以上を陽性としている。11μg/ml 以上のものを

同様方法で再検査,再々検査を行って,再々検査 21μg/ml 以上のものを医療機関に紹介し,

精密検査を受ける様に指導している。57 年度の実績をみると保健所の規模により検査数,

再検査数にかなりの差が認められ,検体数は平均値±標準偏差(範囲)は 1373.7±

1021.5(155～3780 件),再検査数 31.4±43.9(0～193 件),再検査率は 225±1.88(O～7.5%)

であった。再々検査の実施率は全県下で 0.20%68 件であり,そのうち陽性と認められたもの

は 11 件 0.03%であった。このうち 1 例は医療機関で本疾患の患者と認められた。なお 57

年度本検査では陰性と認められたがVMA値が低く,ホモバニリン酸(HVAと略)値の高い患者

が一名 58 年度に医療機関でみつけられている。 


